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平成18年特用林産物生産動向が公表されました。

内容から、しいたけをはじめ、国産ブランドへの評価が高まってきており

特用林産物の生産は

今、転換期にあることがわかりました。

平成18年特用林産物生産動向から見えた

国産ブランドの転換期
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並んだほだ木に豊富にはえるしいたけ
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特
用
林
産
物
と
は
、
食
用
の
き
の
こ
類

を
は
じ
め
、
木
の
実
類
や
山
菜
類
、
ま
た
、

非
食
用
の
木
炭
や
竹
炭
、
う
る
し
な
ど
、

山
や
森
林
原
野
を
起
源
と
す
る
生
産
物
の

中
で
、
一
般
の
木
材
を
除
い
た
も
の
の
総

称
で
す
。
現
在
は
平
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

て
も
、
も
と
も
と
は
山
や
森
林
原
野
で
採

農
山
村
の
産
業
を
支
え
る

特
用
林
産
物

の
大
き
な
特
徴
は
、
生
し
い
た
け
の
生
産

額
に
あ
り
ま
す
。
生
産
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い

な
の
に
対
し
て
、
生
産
額
は
六･

八
％

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
（
表
）。
こ
れ
は
中
国

か
ら
の
輸
入
量
が
、
中
国
国
内
の
需
要
拡

大
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
て
二
七･

二
％

減
少
し
た
た
め
、
国
産
品
の
単
価
上
昇
が

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
木
炭
は
、
近
年
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

れ
て
い
た
え
の
き
た
け
や
ぶ
な
し
め
じ
な

ど
も
特
用
林
産
物
で
す
。

特
用
林
産
物
の
生
産
は
、
農
山
村
の
資

源
を
活
用
し
た
産
業
の
一
つ
で
、
地
域
経

済
の
安
定
や
就
労
の
場
の
確
保
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
の
特
用
林
産
物
生
産
動
向

国
産
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

価
値
を
上
げ
る
絶
好
の
時
期

区　　　分 生産量
（トン）

対前年
増減率（％）

生産額
（億円）

対前年
増減率（％）

主要生産
都道府県

食　
　
　
　

用

き
の
こ
類

乾しいたけ 3861 － 5.5 144 － 2.7 大分、宮崎、岩手、愛媛、
熊本

生しいたけ 66349 1.8 735 6.8 徳島、群馬、栃木、岩手、
北海道

えのきたけ 114630 0.1 362 18.4 長野、新潟、福岡、北海道、
大分

そ
の
他
食
用

たけのこ 26900 15.9 62 9.7 福岡、鹿児島、熊本、徳島、
静岡

非　

食　

用

木　　　炭 31321 － 6.6 40 2.1 岩手、北海道、岐阜、島根、
福島

竹　　　炭 1350 － 8.9 11 － 27.1 福岡、熊本、鹿児島、山口、
静岡

※木炭の生産量には、白炭、黒炭、粉炭が含まれます

平成18年のおもな特用林産物の生産動向

や
炭
火
焼
の
人
気
に
加
え
て
、
水
質
浄
化

や
消
臭
、
調
湿
な
ど
一
般
消
費
者
の
利
用

も
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
八

年
の
生
産
量
は
前
年
比
六･

六
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
需
要
拡

大
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
た
け
の
こ
は
、
今
ま
で
安

価
な
輸
入
品
の
増
加
に
よ
り
生
産
量
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年

は
十
五･

九
％
増
加
と
、
若
干
の
回
復
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
た
け
の
こ
生
産
量
の
増

産
を
図
る
た
め
、
荒
廃
し
て
い
る
竹
林
の

手
入
れ
を
行
い
、
発
生
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
輸
入

量
の
増
加
に
よ
り
、
特
用
林
産
物
の
生
産

量
は
、
ほ
と
ん
ど
の
品
目
に
お
い
て
減
少

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
八
年

の
総
生
産
額
は
二
九
五
九
億
円
と
、
前
年

に
比
べ
て
六･

四
％
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

特
用
林
産
物
は
、
農
山
村
地
域
の
貴
重
な

収
入
源
で
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
安
全

な
国
産
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く
紹
介
す
れ
ば
、

生
し
い
た
け
の
例
の
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と

つ
の
価
値
が
高
ま
っ
て
価
格
の
上
昇
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
か
ら
今
、
国
産

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
上
げ
、
農
山
村
を
活

性
化
さ
せ
る
絶
好
の
時
期
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

新たな用途への利用が期待される木炭（写真は、インテリア・消臭用）




